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 １－１ 事業者の氏名および住所                             

     独立行政法人中小企業基盤整備機構 

        代 表 者  理事長 鈴木 孝男 

        住   所  東京都港区虎ノ門３丁目５番１号 

 
        上記代理人  近畿支部 支部長 大町 精志郎 

        住   所  大阪市中央区大手前１丁目７番 31 号 

 
        ＜調査実施機関＞ 

           東レエンジニアリング株式会社 

             アセスメント室 室長 尾藤 武 

                      滋賀県大津市園山一丁目１番１号 

 

 １－２ 対象事業の名称                                 

      滋賀産業集積活性化事業用地（甲南フロンティアパーク）整備事業 

 

 

 １－３ 対象事業の目的および内容                            

 加工組立型産業を中心とした生産拠点の海外移転等により、空洞化の危機にある地域の基盤的技術産

業集積の活性化を図るため、滋賀県において「基盤的技術産業集積活性化計画（滋賀大津・南部地域）」

を策定した。こうした政策課題に応えるため、地域振興整備公団（現、中小企業基盤整備機構）、滋賀県

および甲南町（現、甲賀市）が連携し、甲南町柑子地区において「滋賀産業集積活性化事業用地（甲南

フロンティアパーク）」を整備し、滋賀県において基盤的技術産業群の集積、維持を図るとともに、将来

にわたり活力ある産業展開に資することを目的とするものである。 

 本事業では総面積 43ha のうち、約 62.1％（26.7ha）が工場用地として、その他は公共用地として造

成するものである（図１－１ 土地利用図参照）。 

  

第１章 対象事業に関する事項 
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 ２－１ 対象事業の実施状況                               

 平成 12 年 2 月に造成工事に着手、平成 12 年 8月より事業地内の貴重な動植物の移植・移入先として

の環境保全公園の整備に着手し、同年 11 月に整備を完了、その後、平成 13 年度末で造成工事が完了し

た。平成 14 年 5 月には、下水道・道路工事に着手し、平成 14 年 11 月には公園整備・植栽工事を開始し、

平成 15 年 3 月には団地整備が完了した。平成 15 年 4 月より供用が開始されている。 

 平成 16 年度末時点において、33 区画中 13 区画が譲渡又は賃貸されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 企業の立地状況 

 

 

 

 

第 2章 対象事業の実施の状況 
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 ２－２ 対象事業区域内における生物調査                         
 
 「環境保全公園（西側、東側）」(No.1,7 のため池周辺)及び「中央緑地」(No.8 のため池周辺)、その

他自然歩道沿いについて、生物調査を実施した。 

 また、調査内容は表２－１に示すとおりである。 

 
表２－１ 残存するエリアの生物調査内容 

調 査 項 目 調 査 場 所 調 査 時 期 備    考 

植物 
植 生 

植物相 

No.1,7,8 

ため池周辺等 

年２回 

（７，11 月） 

任意観察・採集 

による 

哺乳類 
年４回 

（６,７,９,２月） 

フィールドサイン 

調査による 

鳥 類 
年４回 

（６,７,９,２月） 
定点調査他 

昆虫類 
年４回 

（６,７,９,２月） 
任意採集による 

動物 

両生類，爬虫類 

No.1,7,8 ため池周

辺 

残存緑地等 

事後調査項目の貴重種のモニタリングと 

同時に実施 

 

 

 

（１） 植 物                                   
① 植物相 

 アセス調査時において事業地内で確認された植物は 429 種であった。 

 事後調査においては、アセス時の約 20％の面積と小さいが、平成 13 年度調査では 104 科 380 種、

平成 14 年度調査では 102 科 387 種（亜種・変種・品種を含む）、平成 15 年度調査では 106 科 430 種が

確認され、平成 16 年度は 103 科 413 種が確認された（表２－２参照、平成 16 年度の確認植物種リス

トは添付資料参照）。 

 過年度と比較すると、昨年度までは増加傾向、本年度は昨年度からは若干減少したもののおおむね

同程度であり、生育環境が維持・回復されていることが伺える。 

 

表２－２ 確認種の内訳 
平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 

分 類 群 
科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 

コケ植物 － － － －   １   １ － － 

シダ植物  14  25  14  27  14  30 14 30

裸子植物   4   6   4   6   5   7 5 7

双子植物  70 249  69 254  71 286 70 276被 子

植物 単子植物  16 100  15 100  15 106 14 100

合   計 104 380 102 387 106 430 103 413
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 確認された植物は、関西地方の里山に普通に見られる種がほとんどであり、以下の種が挙げられる。 

① 二次林の構成種であるコナラ、アカマツ、クリ、コシアブラ、ヒサカキ、ヤブコウジ等 

② 植林であるヒノキ、スギ 

③ 多年生草地の構成種であるススキ、チガヤ、ヒヨドリバナ、ワラビ、オトコエシ等 

④ 路傍や荒れ地の構成種であるｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、オオバコ、ヒメジョオン、ヒメムカシヨモギ、メヒシバ等 

⑤ 湿生種であるヨシ、ガマ、ヌカキビ、ミゾソバ、ヤノネグサ、ハリイ、キツネノボタン、コナギ、チ

ゴザサ等 

⑥ 外来種としてｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ、ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ、ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ、ﾒﾘｶﾝｶﾙｶﾔ、シロツメクサ等が挙げら

れる。 

 

 また、確認された種の中から以下の文献に該当する種を抽出した。 

 (1)「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－８ 植物Ⅰ（維管束植物）」  

  （環境庁、2000 年） 

 (2)「改訂・近畿地方の保護上重要な植物－レッドデータブック近畿 2001－」 

  （レッドデータブック近畿研究会編著、2001 年） 

 (3)「滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版」（滋賀県琵琶湖環境部自然保護課編、2000 年） 

 

 その結果、該当する種はなかった。 

 

 なお、昨年度確認されたシソクサ（(2)絶滅危惧Ｃ、(3)その他重要種）は、昨年度秋調査時におい

てすでに消滅しており、成長段階において枯死した可能性が考えられる。また、昨年確認されたコケ

植物（調査対象外）のイショウウキゴケ（(4)絶滅危惧Ⅰ類）についても確認されず、乾燥化が要因の

1つとして考えられる。 

 

(4)「改訂・日本の絶滅のおそれのある野性生物－レッドデータブック－９ 植物Ⅱ（維管束植物以外）」 

（環境庁自然保護局野性生物課編、2000 年） 
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② 植生 

 アセス調査時は、22 植生タイプが確認されていた。 

 事後調査においては、平成 13 年度 23 植生タイプ（群落）、平成 14 年度 23 植生タイプ（群落）、平

成 15 年度 26 植生タイプ（群落）が確認され、平成 16 年度は 30 植生タイプ（群落） が確認された。

面積的には小さいものの多様な植生が生育・維持されている。 

 

表２－３ 平成 16 年度に確認された植生タイプ（群落） 
相 観 群 落 名 相 観 群 落 名 

落葉広葉樹林 (1)コナラ群落 (16)ヨシ群落 

落葉低木林 (2)クリ－ヤマハゼ群落 (17)ガマ群落 

(3)ネザサ－ヒノキ群落 (18)ヒメガマ群落 スギ－ヒノキ 

植林 (4)ヒサカキ－ヒノキ群落 (19)オギ群落 

ヒノキ新植地 (5)ケネザサ－ヒノキ群落 (20)ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ－ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ群落 

竹林 (6)マダケ群落 

湿生高茎草地

(21)ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ－ｽｽｷ－ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ群落

(7)ネザサ群落 (22)チゴザサ－アゼスゲ群落 

(8)ネザサ－ゼンマイ群落 (23)ヌカキビ－コブナグサ群落 

(9)ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ－ｽｽｷ－ｸｽﾞ群落 (24)ヌカキビ群落 

乾生高茎草地 

(10)チガヤ－ススキ群落 (25)ミゾソバ群落 

(11)ギョウギシバ群落 (26)コナギ群落 

(12)ｺﾇｶｸﾞｻ－ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ群落 (27)キクモ群落 

(13)ヨモギ－メドハギ群落 (28)アメリカセンダングサ群落 

法面植生 

(14)ギョウギシバ－クズ群落 

湿生低茎草地

(29)ヒロハイヌノヒゲ群落 

荒れ地植生 (15)スギナ群落 浮葉水生植物

群落 

(30)ヒシ群落 

 

 

 植生調査は、図２－２に示す No.1、No.7、No.8 の各ため池周辺の 37 地点で実施した（植生調査票

は添付資料参照）。 

区分された群落は表２－３に示すとおり 30 植生タイプ（群落）であり、各群落の詳細は表２－４(1)

～(3)に示すとおりである。区分された植生タイプ（群落）の分布状況は植生図に示した（図２－３参

照）。 
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　　図２－３　環境保全公園周辺の植生図
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表２－４(1) 各群落の詳細 

群 落 名 詳      細 
(1)コナラ群落 群落高約 16～18m。群落最高層の植被率約 80％。 

群落最高層にコナラを優占する落葉広葉樹林であり、当地の高木林を代表する二次林

であるとともに林域生態系の中核を成す。高木層にコナラの他に、尾根近くではアカマ

ツ、谷部近くではスギを混生する。亜高木層にコシアブラ、タカノツメ、リョウブ、ア

オハダ等の落葉樹や常緑樹のソヨゴ、低木層にモチツツジ、ネジキ等の落葉樹やヒサカ

キ、イヌツゲ等の常緑樹、草本層にシシガシラ、ベニシダ等のシダ植物、キッコウハグ

マ、ツルリンドウ、シュンラン等の常緑草本、コナラ、カスミザクラ、ウリカエデ等の

幼木が見られる。 

(2)クリ－ヤマハゼ 

群落 

群落高約３～５m。群落最高層の植被率約 90～100％。 

落葉広葉樹林伐採後の萌芽性低木林である。低木層にヤマハゼ、クリ、アカメガシワ

等の陽地性木本類、草本層にはネザサが主である。他にサルトリイバラ、ミツバアケビ、

アオツヅラフジのツル植物が見られる。 

(3)ネザサ－ヒノキ 

  群落 

群落高約 13m。群落最高層の植被率約 80％。 

ヒノキを植栽した針葉植林であり、亜高木層・低木層を欠くため林内は非常に明るい。

草本層は刈り取りが行われており、ネザサが優占している。他にスイカズラ、クサイチ

ゴ、フユイチゴ、ヒサカキ、ヤブコウジ等が生育している。 

(4)ヒサカキ－ヒノキ 

  群落 

群落高約４～16m。群落最高層の植被率約 90～100％。 

スギあるいはヒノキを植裁した針葉植林であるが、まとまった面積で分布しているの

は、ほとんどヒノキであり、スギは谷部から斜面中下部に残存的に認められる。ヒノキ

は斜面中上部から尾根沿いにかけて植林されている傾向がある。時にスギとヒノキが混

植されている。 

群落最高層にスギあるいはヒノキを圧倒的に優占する。林内はベニシダ、ヒサカキ、

ネザサクズ等が生育している。林内は程度の差があるが、下草刈りや間伐等の管理が成

されている。場所が多い。 

(5)ケネザサ－ヒノキ 

   群落 

群落高約３～４m。群落最高層の植被率約 50％。 

下草刈や間伐が施されたヒノキの新植地であり向陽の斜面や尾根部に分布している。

草本層にケネザサが優占している。タカノツメ、モチツツジ、イヌツゲ、コナラ、ソヨ

ゴ等の木本類の切り株からの萌芽および実生、ケネザサ、ススキ、ノコンギク、コチヂ

ミザサ等の草本類、ヘクソカズラ、ミツバアケビ、サルトリイバラ、ツタ等のツル植物

が見られる。 

(6)マダケ群落 群落高約５～11m。群落最高層の植被率約 100％。 

群落最高層にマダケが優占する竹林である。No.1 ため池周辺では、山裾の林縁に帯状

に分布している。草本層にはシブヤザサ、ドクダミ、ヒヨドリバナ、オトコエシ等の草

本類、クズ、クサイチゴ等のツル植物、その他、林縁生や林床生の種が雑多に出現する。

No.7 ため池周辺では、林道脇谷部斜面に分布している。低木層にもマダケが見られ、草

本層の植被率は低い。 

(7)ネザサ群落 群落高約 0.4m。群落の植被率約 40％。 

二次林伐採後に刈り取り管理下に成立しているネザサが優占するササ草地である。ク

サイチゴ、ミツバアケビ、ジャノヒゲ等が散在している。 

(8)ネザサ－ゼンマイ 

   群落 

群落高約 1.7m。群落の植被率約 100％。 

水田や水路管理のために林縁部を刈り取った場所であったが、現在、ほとんど放棄状

態にある。ネザサが優占し、ワラビ、ススキ、ゼンマイが多い。トダシバ、ノガリヤス、

ミツバツチグリ等の多年生草本類、ガマズミ、イヌツゲ、コナラ等の木本類が密生して

いる。また、リンドウやササユリの景観的に重要な種が生育している。 

(9)ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ－ｽｽｷ 

－ｸｽﾞ群落 

群落高約 1.5～2.2m。群落の植被率約 90～100％。 

刈り取り等の管理を放棄した場所に分布しており、法面ではセイタカアワダチソウ、

ススキ、クズの他にワラビ、ヨモギ、ヒヨドリバナ等の多年草が多く出現する。また、

遊歩道や蛇籠周辺では出現種数が減少し、クズの繁茂が顕著となる。 

(10)チガヤ－ススキ 

    群落 

群落高約２m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺の堤に分布しているチガヤ、ススキ、ヨモギ等の多年生草本群落であ

る。今年度、ススキが優占する傾向が見られた。火入れ・刈り取り等の人為的な管理に

より維持されて来た群落である。 
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表２－４(2) 各群落の詳細 

群 落 名 詳      細 
(11)ギョウギシバ群落 群落高約 0.3～0.6m。群落の植被率約 40～80％。 

造成後の法面や再生溜池周辺に分布している。ギョウギシバとシロツメクサを吹き付

けた草本植生であるが、シロツメクサが衰退傾向にあり、ギョウギシバとメリケンカル

カヤが優占しつつある。他にススキ、ヨモギ等の多年草やセイタカアワダチソウ、オオ

アレチノギク等の帰化植物の侵入も見られる。 

(12)コヌカグサ－ 

ギョウギシバ群落 

群落高約 0.4～0.7m。群落の植被率約 70～100％。 

造成後のネットを張った法面等にコヌカグサ、ギョウギシバ、シロツメクサを吹き付

けた草本植生である。シロツメクサが衰退傾向にあり、コヌカグサとギョウギシバが優

占しつつある。他にヒメスイバ、イタドリ、カモジグサ、オオアレチノギク、オニウシ

ノケグサ等も見られる。 

(13)ヨモギ－メドハギ 

群落 

群落高約 0.7～１.2m。群落の植被率約 70～95％。 

造成後のネットを張った法面にコヌカグサを吹き付けた草本植生である。コヌカグサ

が衰退傾向にありメドハギとヨモギが優占しつつある。他にギョウギシバ、セイタカア

ワダチソウ、スギナ等も見られる。 

(14)ギョウギシバ－ 

クズ群落 

群落高約 0.7m。群落の植被率約 100％。 

造成後のネットを張った法面等にコヌカグサ、ギョウギシバ、シロツメクサを吹き付

けた草本植生である。コヌカグサ、シロツメクサが衰退傾向にあり、クズとギョウギシ

バが優占しつつある。特にクズの繁茂が顕著で景観的にも荒れた様相を呈している。他

にヨモギ、セイタカアワダチソウ、メドハギ等の多年生植物の侵入が見られる。 

(15)スギナ群落 群落高約 0.3～0.5m。群落の植被率約 20～40％。 

移植した樹木地に広く分布しているスギナ、ヨモギ、ネコハギ、シロツメクサ等が優

占する群落である。今年度調査では、刈り取り直後で有ったため、植被率が非常に低い

状況であった。 

(16)ヨシ群落 群落高約 1.8～2.4m。群落の植被率約 80～100％。 

溜池周辺や再生溜池に見られるヨシを優占する抽水植物群落である。ヨシのみから成

る植分とヨシの下層にチゴザサ、アゼスゲ等が見られる植分がある。 

(17)ガマ群落 群落高約 1.7m。群落の植被率約 60～90％。 

ガマを優占する植物群落である。群落最高層にガマが優占する。湛水池に見られるガ

マ群落はガマ１種のみの単調な種組成であるが、No.7 ため池周辺の一部に表層水が認め

られるガマ群落は、下層にチゴザサ、アメリカセンダングサ、キツネノボタン、イヌビ

エ、ハリイ等の湿性種が見られる。 

(18)ヒメガマ群落 群落高約 1.7m。群落の植被率約 60～90％。 

湛水池に見られるヒメガマを優占する植物群落である。群落最高層にヒメガマが優占

し、水域にはキクモ、コナギが見られる。 

(19)オギ群落 群落高約 2.3m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に見られるオギを優占する植物群落である。群落最高層にオギが優占

し、下層にオギ、ヌカキビ、スギナ等の湿性種が見られる。 

(20) ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ－ 
ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ群落 

群落高約２m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に見られるセイタカアワダチソウ、メリケンカルカヤを優占する高茎

草本群落である。ススキ、ヨモギ等の侵入から立地の乾燥化が著しい事が窺われる。 

(21) ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ－ 
ｽｽｷ－ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ群落 

群落高約 1.8m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に見られるセイタカアワダチソウ、ススキ、コブナグサが優占する高

茎草本群落である。コブナグサ、イ等の湿性種とともにススキ、セイタカアワダチソウ、

メリケンカルカヤ等の侵入から立地の乾燥化が進行中である事が窺われる。 

(22)チゴザサ－ 

アゼスゲ群落 

群落高約 0.4～0.6m。群落の植被率約 80～100％。 

No.7 ため池周辺や No.1 ため池周辺に分布している。 

チゴザサとアゼスゲを優占する湿性地の低茎草本群落である。ヨシと混生している区

域も有る。アメリカセンダングサ、ヤノネグサ、イボクサ、ミゾソバ、ヌカキビ等が混

生する。 

(23)ヌカビキ－コブナ 

グサ群落 

 

群落高約 1.0～1.7m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に見られるヌカキビ、コブナグサが優占する湿性地の草本群落である。

他にイヌビエ、アメリカセンダングサ、チゴザサ、ヤノネグサ等に湿性種が多いが、セ

イタカワダチソウやススキの侵入も見られ、立地乾燥化の傾向が窺われる。 
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表２－４(3) 各群落の詳細 

群 落 名 詳      細 
(24)ヌカキビ群落 群落高約 0.7～1.3m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に分布するヌカキビを優占する湿性地の草本群落であり、他にイヌビ

エ、ヤナギタデ、イボクサ、アメリカセンダングサ等が混生する。 

(25)ミゾソバ群落 群落高約 0.4m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に分布するミゾソバが圧倒的に優占する湿性地の低茎草本群落であ

る。チゴザサ、セリ等が混生する。 

(26)コナギ群落 群落高約 0.3m。群落の植被率約 70％。 

コナギ一種が圧倒的に優占する湿性地の低茎草本群落である。湛水地に見られる。 

(27)キクモ群落 群落高約 0.2m。群落の植被率約 100％。 

キクモ一種が圧倒的に優占する湿性地の低茎草本群落である。湛水地に分布している。

(28)ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ群落 群落高約 1.1m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に分布するアメリカセンダングサを優占する湿性地の草本群落であ

り、他にイヌビエ、ヤノネグサ、セリ等が混生する。 

(29)ヒシハイヌノヒゲ 
群落 

群落高約 0.7m。群落の植被率約 100％。 

No.7 ため池周辺に分布するヒロハイヌノヒゲを優占する湿性地の低茎草本群落であ

り、他にニッポンイヌノヒゲ、アメリカセンダングサ、イヌビエ、チョウジタデ等が混

生する。 

(30)ヒシ群落 群落高約 0.2m。群落の植被率約 45％。 

ヒシ一種が圧倒的に優占する浮葉植物群落である。湛水地に分布している。 

 
③ 各ため池周辺の状況 

各ため池周辺の状況は以下のとおりである。また、No.1、No.7 及び No.8 ため池の状況は写真２－

１～３に示すとおりである。 

 
  ＜No.1 ため池の周辺＞ 

周辺緑地としては、平成 13 年度にクリ－ヌルデ群落で有った植生が伐採後、マダケ群落が繁殖して

いる。またコナラ群落の林内の伐採・下草刈が行われている。 

移植した樹木地は平成 14 年度にオオアレチノギク－ヒメムカシヨモギ群落が成立し、高茎草地と変

化した。平成 15 年度、平成 16 年度とも下草刈が行われて、移植樹木の保全が図られた。 

放棄水田は立地の乾燥化が進行しており、イヌビエの個体数減少が著しい。代わってセイタカアワ

ダチソウやメリカンカルカヤの侵入、ヌカキビの繁茂が顕著である。 

創生された溜池は、移植したチゴザサ－アゼスゲ群落が水際を取り囲みつつある。 

 
  ＜No.7 ため池の周辺＞ 

周辺緑地としては、平成 13～14 年度にマダケ群落伐採跡地に木本の苗が植栽されているが、下草刈

等の管理が放棄状態であったためマダケ群落が再生した。また、エリアを取り囲む両山腹に分布して

いるコナラ群落とクリ－ヌルデ群落は、低木層を含む伐採および下草刈が行われた。 

平成 14～15 年度にヒノキ新植地の間伐と下草刈が行われたが、今年度は再び下草の繁茂が著しくな

っている。 

平成 13 年度から放棄水田は立地の乾燥化が進行しており、セイタカアワダチソウ、ススキ等の高茎

草地の繁茂が顕著である。また、ガマ群落とアメリカセンダングサ群落が大きな面積を占めている。

なお、コナラ群落東側に位置する樹陰になる場所では、高茎草本類の発達が悪く、低茎草本群落であ

るヒロハイヌノヒゲ群落が発達している。 

平成 15 年度から、下流部の放棄水田が完全に池として整備された。平成 15 年度はコナギ群落とキ
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クモ群落が大繁殖してしたが、今年度はガマ群落が大きな面積を占める事になった。ヒシ群落も平成

15 年度よりも面積が拡大している。 

 
  ＜No.8 ため池の周辺＞ 

変化の大きなエリアであり、樹木の伐採と草本類の刈り取りが広範囲で行われ、落葉樹から成る木

本群落が消失した事が顕著である。代わりにササ草地の出現と新たに木本の苗が植栽されている。 

平成 15 年度同様に今年度も下草刈等の管理が行われており、溜池の状況には変化はほとんど無いが、

下流部の湛水域にはチゴザサやアゼスゲの群落が出現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真２－１ No.1 ため池の状況 

（平成 16 年 6 月） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－２ No.7 ため池の状況 

（平成 16 年 7 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－３ No.8 ため池の状況 

（平成 16 年 8 月） 
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（２） 動 物                                     
① 哺乳類 

  平成 16 年度の調査で確認された哺乳類は、表２－５に示すとおり 8種である。 

 残存緑地（自然歩道沿い）で 5種と最も多くの種類が確認されている。No.1 ため池周辺で 1種、No.7

ため池周辺で 3種、No.8 ため池周辺では 0種である。 

アセス調査時において事業地内で確認された哺乳類は 10 種、平成 13 年度は 7種、平成 14 年度は 9

種、平成 15 年度は 8種が確認されている。平成 16 年度は 8種が確認され種数は概ね変化はない。た

だし、今年度はキツネが糞により確認されたことが特筆される。本種はアセス調査時には確認されて

おり、現在も周辺に生息し、事業地にも現われるようになったものと考えられる。 

  なお、確認した種の中から以下の文献に該当する重要種はなかった。 
(1) 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック-１ 哺乳類」（環境省、2002 年） 

(2) 「滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版」（滋賀県琵琶湖環境部自然保護課編、2000 年） 

 

表２－５ 哺乳類の確認種一覧 

確  認  種 
No.1 ため池

周辺 

No.7 ため池

周辺 

No.8 ため池

周辺 

自然歩道

沿 い 

H13 年度 

確認種 

H14 年度

確認種 

H15 年度

確認種

ヒミズ  － － － － － ○ ○ 

モグラ類  ○ － － ○ ○ ○ ○ 

アカネズミ,ネズミ類  － － － － ○ ○ － 

ノウサギ － ○ － ○ ○ ○ ○ 

イタチ － － － ○ ○ ○ ○ 

テン － － － ○ ○ ○ ○ 

タヌキ － ○ － － ○ ○ ○ 

キツネ ○ － － － － － － 

イノシシ － ○ － － － ○ ○ 

ニホンジカ ○ － － ○ ○ ○ ○ 

確認種数（８種） ３ ３ ０ ５ ７ ９ ８ 

注）自然歩道沿いは、周囲の残置林。 

 
② 爬虫類・両生類 

  平成 16 年度の調査で確認された爬虫類・両生類は、表２－６に示すとおり、それぞれ 6種および 

9 種である。確認場所としては、爬虫類では自然歩道沿い、両生類では No.7 ため池周辺が最も多い。 

平成 15 年度に爬虫類の確認種が減少していたが、今年度はやや回復傾向を示している。ヤマカガシ

やタカチホヘビ等は本年度確認できなかったが、これらの爬虫類は確認しにくい種が多いため、周辺

に生息している可能性は残される。 

  なお、今年度確認された爬虫類のうち ヒバカリ、ジムグリ、マムシは、表２－６に示すとおり要

注目種とされている。両生類においては、ダルマガエルが絶滅危惧Ⅱ類／絶滅危機増大種、カスミサ

ンショウウオ及びニホンヒキガエルが希少種、ニホンアカガエル、トノサマガエル、シュレーゲルア

オガエル、イモリが要注目種とされている。 

  アセス調査時において事業地内で確認された爬虫類は 8種、両生類は 10 種、平成 13 年度は爬虫類

が 10 種、両生類が 8種、平成 14 年度は爬虫類が 8種、両生類が 8種、平成 15 年度は爬虫類が 4種、

両生類が 10 種の確認であった。 
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表２－６ 爬虫類・両生類の確認種一覧 

分

類 
確   認   種 

No.1ため

池周辺 

No.7 た

め池周辺

No.8ため

池周辺 

自然歩道

沿 い 

H13年度 

確認種 

H14 年度 

確認種 

H15年度

確認種

注目

種等

イシガメ － － － ○ ○ ○ － － 

クサガメ － － － － ○ ○ － － 

カナヘビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

ヤマカガシ － － － － ○ ○ － ※１

ヒバカリ － － － ○ ○ ○ － ※１

シマヘビ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － 

ジムグリ － － － ○ － － －  

タカチホヘビ － － － － ○ ○ ○ ※１

マムシ － － － ○ ○ ○ ○ ※１

  トカゲ － － － － ○ － － ※１

  アオダイショウ － － － － ○ － － － 

爬

虫

類 

確認種数（６種） ２ ２ １ ６ １０ ８ ４ － 

カスミサンショウウオ － ○ － － ○ ○ ○ ※２

ニホンヒキガエル － － － ○ － ○ ○ ※２

ニホンアカガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※１

ダルマガエル － ○ － ○ ○ ○ ○ ※３

トノサマガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※１

ウシガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

ニホンアマガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

シュレーゲルアオガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※１

  ツチガエル － － － － ○ － － ※１

 イモリ － － － ○ － － ○ ※１

 モリアオガエル － － － － － － ○ ※１

両

生

類 

確認種数（９種） ５ ７ ５ ８ ８ ８ 10 － 

注）※１：文献(2)要注目種、※２：文献(2)希少種、※３：文献(1)絶滅危惧Ⅱ類かつ文献(2)絶滅危機増大種 

  文献(1) 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック-３ 爬虫類・両生類」（環境庁、2000 年） 

  文献(2) 「滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版」（滋賀県琵琶湖環境部自然保護課編、2000 年） 

  
③ 鳥 類 

 平成 16 年度の調査で確認された鳥類は、表２－７に示すとおり 39 種である。 

 地域的には No.7 ため池周辺が 28 種と最も多く、次いで No.1 ため池周辺の 24 種、自然歩道沿いの

25 種、No.8 ため池周辺の 17 種となっている。 

平成 16 年度の確認種はサギ類などの水鳥がやや少ないが、カワセミが No.7 ため池や自然歩道沿い

で見られた。開けた環境を好むコチドリ・ヒバリなどは、No.1 ため池周辺、No.7 ため池周辺、No.8

ため池周辺で確認されており、それぞれの地域の景相的特性が表れた鳥相となっている。 

 アセス調査時には造成地を含む周辺地域で 59 種の鳥類が確認され、造成工事中の平成 13 年度は各

保全地域で 28 種、平成 14 年度は 41 種、平成 15 年度は 44 種の鳥類が確認されている。 

 なお、表２－７に示すとおり、コジュケイ、コチドリ、ホトトギス、カワセミ、アオゲラなどが以

下の文献において希少種等とされている。 
   (1) 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック-２ 鳥類」（環境省、2002 年） 

   (2) 「近畿地区・鳥類レッドデータブック」（京都大学学術出版会、2002 年） 

   (3) 「滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版」（滋賀県琵琶湖環境部自然保護課編、2000 年） 
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表２－７ 鳥類の確認種一覧 

確 認 種 
No.1 ため
池周辺 

No.7 ため
池周辺 

No.8 ため
池周辺 

自然歩道
沿 い 

H13 年度
確認種

H14 年度 
確認種 

H15 年度 
確認種 

注目
種等

カイツブリ － － － ○ － － － － 

カルガモ － － － － ○ － ○ － 

コガモ － － － － － － ○ － 

トビ ○ ○ ○ ○ － ○   ○ － 

ハイタカ － － － － －   ○   － ※１

ゴイサギ － － － ○ ○   ○   ○ － 

アオサギ ○ ○ － ○ ○   ○   ○ － 

ダイサギ － ○ － － －   ○   － － 

チュウサギ － － － － ○   ○   － ※２

コサギ － ○ － － －   ○   ○ － 

コジュケイ ○ ○ － ○ ○   ○   ○ ※３

キ ジ － － － － －   ○   － － 

クサシギ － － － － ○   ○   － ※２

コチドリ ○ ○ ○ － －   ○   ○ ※３

ケリ － － ○ － ○   ○   ○ － 

キジバト － － ○ － ○   ○   ○ － 

ホトトギス － － － ○ －   ○   ○ ※２

カワセミ － ○ － ○ ○   ○   ○ ※２

コゲラ ○ ○ － ○ －   ○   ○ － 

アカゲラ － － － － ○   －   ○ ※１

アオゲラ ○ － － － ○   －   ○ ※１

ヒバリ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ － 

ツバメ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ － 

ハクセキレイ － ○ － － ○   ○   － － 

セグロセキレイ ○ ○ ○ － ○   ○   ○ － 

キセキレイ ○ － － － －   －   ○ － 

ヒヨドリ ○ ○ ○ ○ －   ○   ○ － 

モズ － ○ － － ○   ○   ○ － 

ジョウビタキ ○ ○ － － －   ○   ○ － 

ノビタキ － － － － ○   ○   － ※３

ルリビタキ ○ － － － ○   －   ○ ※２

シロハラ － － － ○ ○   －   ○ － 

ツグミ ○ ○ － － ○   ○   ○ － 

ウグイス ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ － 

キビタキ － － － － ○   －   ○ ※１

オオルリ － － － － － －  ○ ※２

エゾビタキ － － － － － －  ○ － 

キクイタダキ － － － － －   ○   － ※２

エナガ － ○ － ○ －   ○   ○ － 

ヤマガラ － ○ － ○ ○   ○   ○ － 

シジュウカラ ○ ○ － ○ －   ○   ○ － 

メジロ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ － 

ホオジロ ○ ○ ○ ○ －   ○   ○ － 

カシラダカ － － ○ ○ ○   ○   ○ － 

アオジ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ － 

オオヨシキリ － － － － ○   －   ○ ※１

セッカ － － － － ○   －   ○ ※１

アトリ － － － － －   ○   ○ － 

カワラヒワ ○ ○ ○ ○ －   ○   ○ － 

イカル ○ － － ○ －   ○   ○ － 

カケス ○ ○ － ○ －   ○   － － 

スズメ － ○ ○ － －   ○   ○ － 

ハシボソガラス ○ ○ ○ － －   ○   ○ － 

ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ －   ○   ○ － 

確認種数(39 種) ２４ ２８ １７ ２５ ２８ ４１ ４４ － 

 注）前項(1)～(3)文献に該当する種 ※１：(1)準絶滅危惧種かつ(2)要注目種かつ(3)希少種、 

※２：(2)準絶滅危惧種かつ(3)希少種、※３：(2)準絶滅危惧種 



 16

④ 昆虫類 

 平成 16 年度の調査で確認された昆虫類は、表２－８に示すとおり 165 種である（詳細は添付資料参

照）。 

 地域的には、自然歩道沿いが 87 種と最も多く、次いで No.1 ため池周辺で 81 種、No.7 ため池周辺

で 76 種、No.8 ため池周辺が 48 種であった。 

 平成 13 年度では 159 種、平成 14 年度では 164 種、平成 15 年度では 160 種が確認されており、本年

度も種数に概ね変化はない。 

また、アセス調査時には事業地内の任意調査で 336 種の昆虫類が確認されていたが、農耕地などに

生息するトンボ類やバッタ類・小型コウチュウ類などが多く、現状では造成に伴いこれらの生息空間

が減少していることにより、総体的に確認種数の減少が見られる。 

 なお、確認した種の中から以下の文献に該当する重要種としてはオオスズメバチ、ハルゼミが文献

(2)の“その他重要種”とされている。 

 

(1) 「無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等のレッドリストの見直しについて）（環境庁、2000 年） 

(2) 「滋賀県で大切にすべき野生生物 2000 年版」（滋賀県琵琶湖環境部自然保護課編、2000 年） 

 

表２－８ 昆虫類の確認種一覧 

目 主 な 出 現 種 
No.1 ため

池周辺

No.7 ため

池周辺 

No.8 ため

池周辺

自然歩道

沿 い
計 

H13 年度 

確認種 

H14 年度

確認種

H15 年度

確認種

トンボ  ｼｵｶﾗﾄﾝﾎ゙ ,ｺｼｱｷﾄﾝﾎ゙ ,ﾉｼﾒﾄﾝﾎ゙  12 15 9 8 20 20 22 21 

カワゲラ  ｵﾅｼｶﾜｹ゙ ﾗ科 sp. － － － － － － 1  

ゴキブリ  ﾓﾘﾁｬﾊ゙ ﾈｺ゙ ｷﾌ゙ ﾘ － － － － － － 1 1 

カマキリ  ｵｵｶﾏｷﾘ,ｺｶﾏｷﾘ 2 2  1 2 1 2 2 

バッタ 
 ｴﾝﾏｺｵﾛｷ゙ ,ﾂﾂ゙ ﾚｻｾｺｵﾛｷ゙ ,  

 ｻｻｷﾘ類,ｵﾝﾌ゙ ﾊ゙ ｯﾀ,ｺﾊ゙ ﾈｲﾅｺ゙  
11 12 5 10 20 16 18 19 

カメムシ 
 ﾂﾏｸ゙ ﾛｵｵﾖｺﾊ゙ ｲ,ｱﾒﾝﾎ゙ ,ﾋﾒｱﾒﾝﾎ゙ , 

 ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ,ﾆｲﾆｲｾ゙ ﾐ 
16 15 6 8 21 18 15 19 

ｱﾐﾒｶｹ゙ ﾛｳ ｸｻｶｹ゙ ﾛｳ科,ﾗｸﾀ゙ ﾑｼ － － － － － － － 2 

ｺｳﾁｭｳ 
 ﾏﾙｶ゙ ﾀｺ゙ ﾐﾑｼ,ﾏﾒｺｶ゙ ﾈ, ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ, 

ﾖﾓｷ゙ ﾊﾑｼ,ｸﾛﾎ゙ ｼﾂﾂﾊﾑｼ  
14 4 7 17 29 34 38 27 

ハチ 
 ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ,ｸﾛﾔﾏｱﾘ,ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶ゙ ﾊ゙ ﾁ, 

 ｵｵｽｽ゙ ﾒﾊ゙ ﾁ 
7 4 5 13 21 19 22 21 

ｼﾘｱｹ゙ ﾑｼ  ﾔﾏﾄｼﾘｱｹ゙  － － 1 1 1 1 1 1 

ハエ 
 ｷﾘｳｼ゙ ｶ゙ ｶ゙ ﾝﾎ゙ ,ﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌ゙ ,  

 ﾋ゙ ﾛｳﾄ゙ ﾂﾘｱﾌ゙ ,ｸﾛﾒｸﾗｱﾌ゙  
5 6 5 11 17 18 17 17 

チョウ 
 ﾓﾝｷﾁｮｳ,ｷﾁｮｳ,ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ,ﾂﾊ゙ ﾒｼｼ゙ ﾐ, 

 ｲﾁﾓﾝｼ゙ ﾁｮｳ,ﾋﾒｳﾗﾏﾐｼ゙ ｬﾉﾒ 
14 18 10 18 34 32 27 30 

確 認 種 数 81 76 48 87 165 159 164 160 



 17

 ２－３ 環境保全のために講じた対策の内容                        
（１）移植種の状況 

 図１－１に示した環境保全公園（西）のため池（No.1 ため池）において、平成 12 年度に移植を行っ

た種について、平成 13 年～16 年度の 4 年間生育状況を調査してきた。調査の概要は以下のとおりであ

る。 

◎平成 13 年度 

 平成 13 年度は、全ての移植種が確認された。 

◎平成 14 年度 

 平成 14 年度はフトヒルムシロ、ヒシ及びコカナダモが確認されなかった。そのため、フトヒルムシロ

及びヒシについては新たに移植を行った。コカナダモは池内に分散した可能性がある。 

◎平成 15 年度 

 移植したフトヒルムシロは５月末までは生育が確認されたが、７月中旬の時点では確認されなかった

ため、環境保全公園（東）のため池（No.7 ため池）に新たに移植を行った。 

 ヒシについては、生育が確認できなかったが、環境保全公園（東）のため池（No.7 ため池）において

生育が確認された。 

 コカナダモは移植地点での確認はできなかったものの、池内に分散して生育していることが確認され

た。 

◎平成 16 年度 

 フトヒルムシロ及ヒシは No.7 ため池で確認された。コカナダモは池内に分散した可能性がある。その

他移植種は、一部公園整備により伐採されたが、順調に生育している。 

 

 No.1 のため池やその周辺に移植した植物の生育状況は表２－９に、移植種位置図を図２－５に示すと

おりである。 

表２－９ 移植した植物の生育状況（平成 16 年度） 

移植地点 移 植 種 名 推定個体数 生 育 状 況 

①  フトヒルムシロ 認められず 平成 16 年２月に No.7 ため池に新たに移植を行った。 

②  ハンノキ ５ 
 樹高は 1.3～3.1ｍ、生育状況は良好。一株は公園整備に

伴い伐採。 

③  タチヤナギ 39  平均樹高は 1.5～2.1m、生育状況は良好。 

④  コカナダモ 認められず
 夏の時点では確認されたものの、秋には確認されず、池

内に分散した可能性有り。 

⑤  アゼスゲ 多数  ヨシ、チゴザサ、セイタカアワダチソウ混生。 

⑥  ノリウツギ １  樹高約 2.2m、果実有り。 

⑦  ヨシ 約 400  個体数増加傾向、幼体有り。 

⑧  アゼスゲ，チゴザサ 多数 
 アセスゲが減少し、チゴザサが増加傾向。 

 クズ、ススキ、セイタカアワダチソウなどが侵入。 

⑨  カキツバタ等 約 20  開花・結実個体有り。 

⑩  ヒシ 認められず
 平成 13 年度は確認、平成 14 年度に移植を行ったが生育

確認されず。 

⑪  ガマ 約 65 開花・種子形成多く有り。生育面積拡大傾向。 
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図２－５ 
 移植種位置図 
（環境保全公園（西） 

No.1 ため池周辺）
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 ３－１ 事後調査の項目                                 

 本事業の環境影響評価書における事後調査計画の内容を表３－１に示す。 

本報告書における事後調査の項目は、下表のうち供用後の陸生植物、陸生動物及び水生生物に係る

項目であり、表の右欄に「○」を付した項目である。なお、過年度の調査状況については、添付資料

参照。 

 

表３－１ 環境影響評価書による事後調査計画 

事後調査の内容 
調査実施 

予定者 
*1

水 質 
・工場排水についての定期的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 
＜時期・頻度＞ 供用後（下水道放流まで）、年 4回程度"  立地企業 － 

騒 音 ・周辺民家における工事中の騒音ﾚﾍﾞﾙのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 
＜時期、頻度＞ 工事中、随時 事業者 － 

大気質 ・周辺民家における工事中の粉じんﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 
＜時期・頻度＞ 工事中、年 2回（1週間連続/回） 事業者 － 

陸 生 
植 物 

・注目すべき群落の主要な構成種(ﾌﾄﾋﾙﾑｼﾛ､ﾋｼ､ﾖｼ､ﾀﾁﾔﾅｷﾞ)の 
移植及び生育確認調査 

・注目すべき種(ｻｲﾊｲﾗﾝ)の移植及び生育確認調査 
＜時期・頻度＞ 工事前～造成工事完了後 2年間 
        移植は工事前に 1回程度 
        生育状況の確認は年 1回程度 

事業者 ○ 

・サラサヤンマのヤゴの移入及び生息確認調査 
＜時期・頻度＞ 工事前～供用後 3年程度 
        ヤゴの移入は工事前に 1回 
        生息確認は年 1回程度 

事業者 ○ 

・カスミサンショウウオの生息確認調査 
＜時期・頻度＞ 工事前～供用後 3年程度、年 1回程度 事業者 ○ 

・移入先の生息環境調査 
＜時期・頻度＞ 工事前に 4回程度 － 

・移入作業 
＜時期・頻度＞ 工事前に移入先の水質を確認しながら 

3回程度 
－ 

陸 生 
動 物 
及び 
水 生 
生 物 

・ダルマガエル 
・カワバタモロコ 
・メダカ 

・生息確認調査 
＜時期・頻度＞ 工事中及び供用後 3年程度、 
        年 3回程度 

事業者 

○ 

     *1：本報告書における事後調査項目 ○ 

 

 以上から、平成 16 年度（平成 16 年 6 月～平成 17 年 5 月）の事後調査の項目は、 

（１）貴重な植物の移植後の生育状況 

 注目すべき群落の主要な構成種（フトヒルムシロ，ヨシ，ヒシ，タチヤナギ）及び注目すべ

き種(サイハイラン)の生育状況確認 

（２）貴重な動物（陸生及び水生）の生息状況 

 サラサヤンマ、カスミサンショウウオ、ダルマガエルの生息状況確認 

（３）保全ため池内のカワバタモロコ、メダカの個体数調査 

  とする。 

 

第３章 事後調査の項目および手法 
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 ３－２ 事後調査の手法                                 

  （１）貴重な植物の移植後の生育状況  

 事業地の改変区域で確認された注目すべき群落の主要な構成種（フトヒルムシロ，ヨシ，ヒシ，タ

チヤナギ）を、平成 12 年に No.1 ため池の水際等に移植し、平成 15 年には、フトヒルムシロを No.7

ため池に移植するとともに、ヒシは No.7 ため池に自生していることを確認している。 

 また、サイハイランは平成 12 年にスギ植林の林床（保全緑地内）に移植した。 

 平成 16 年度は、平成 13～15 年度に引き続き移植後の生育状況について調査した。 

 

  （２）貴重な動物（陸生及び水生）の生息状況  

 アセス調査時にダルマガエル、カスミサンショウウオ、サラサヤンマが確認された No.7 ため池及び

No.1 ため池下の水田跡を中心に確認調査を実施した。 

 

  （３）保全ため池内のカワバタモロコ、メダカの個体数調査  

 事業地内の各ため池（No.1、No.7、No.8）に生息するカワバタモロコ、メダカの生息状況について

調査した。 

 なお、No.1 ため池には造成前のため池に生息していたカワバタモロコ、メダカを平成 12 年春に移

入した。 
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 ４－１ 貴重な植物の移植後の生育状況                          

 （１）フトヒルムシロ、ヒシ、ヨシ、タチヤナギ 

 アセス調査時に貴重な植物としてとりあげたフトヒルムシロ、ヒシ、ヨシ、タチヤナギについては、 

新たに造成した No.1 ため池及び周辺部（＜仮称＞環境保全公園（西））に移植を行った。 

 これらの生育状況は、表４－１～４に示すとおりである。 

 フトヒルムシロ、ヒシは、平成 13 年度までは生育が確認されていたが、平成 14 年度消失の可能性が

あったことから新たに移植を行い、経過を見守ってきた。フトヒルムシロは平成 15 年 5 月末までは生

育が確認されたが、その後確認できず消失の可能性があるため、No.7 ため池に新たに移植を行った。 

No.7 ため池に移植したフトヒルムシロは本年 7月には生育が確認されたが、11 月には台風の影響と

考えられる山裾からの土砂の流れ込みがあったため確認されなかったが、地下部が残存していれば来春

以降再び生育が確認されることが期待できる。 

 ヒシは、No.1 ため池では確認されていないが、平成 15 年に No.7 ため池に自生していることが確認

され、本年は生育範囲を拡大している。 

ヨシ、タチヤナギは、順調に活着し、生育している。 

表４－１ 移植したフトヒルムシロの生育状況 

対 象 種 年度 生   育   状   況 

平成 13 年度 3 月に No.1 ため池の南西角に移植し、8月、11 月と順調に生育していた。
 フトヒルムシロ 

平成 14 年度 

4 月には新たな葉の成長が見られたが、7月、11 月に確認できず消失の可

能性があったため、11 月に 1株、翌年２月には土盛りを行い複数の移植を行

った。 

 平成 15 年度 
4 月、5 月末には、2 月に移植した株が順調に生育していたが、7 月、11

月、2月に確認できず、No.7 ため池に新たに移植を行った。 

 平成 16 年度 

7 月には生育面積約 0.5×１ｍの範囲で群生が認められた。生育は良好で

あったが、11 月、2 月には生育を確認出来なかった。原因としては、台風の

影響により山裾から土砂が流れ込み、生育地が攪乱された為と考えられる。

地下部が残存していれば来春以降再び生育が確認されることが期待できる。

 
表４－２ 移植したヒシの生育状況 

対 象 種 年度 生   育   状   況 

平成 13 年度 

4 月に No.1 ため池の西側の池に播種した。7月には浮葉が水面の半分以上

を覆うようになり、11 月には個体数・生育面積は減少してきているものの、

浮葉には若い果実も確認された。 

 ヒ  シ 

平成 14 年度 
4 月時点では確認できず、5 月の浮葉確認が期待されたが、7 月、11 月に

は確認されず、47 種子を新たに播種した。また、2月に 2種子を播種した。

 平成 15 年度 
４月以降、No.1 ため池では確認されなかった。ただし、No.7 ため池で 5

月に自生を確認し、7月には浮葉が確認され、11 月には果実が確認された。

 平成 16 年度  平成 15 年度よりも面積が拡大している。 

 
 
 

第４章 事後調査の結果 
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表４－３ 移植したヨシの生育状況 

対 象 種 年度 生   育   状   況 

平成 13 年度 
平成 12 年 10 月、12 月に移植を行った。平成 13 年 9 月には水際、池内と

も順調に成育し、11 月には開花・種子の形成もあり、幼体も確認された。 
 ヨ  シ 

平成 14 年度 
4 月に新しいシュート（芽）が確認され、7月、11 月とシュート数が増加

していることが確認された。 

 平成 15 年度 
4、5 月とも順調に生育しており、7月、11 月とシュート数が増加している

ことが確認された。 

 平成 16 年度 
 昨年度同様、順調に生育しており、7月、11 月とシュート数が増加してい

ることが確認された。 

 
 

 

 

 

 

 

                              写真４－３  

ヨシの生育状況（No.1 ため池） 

(平成 16 年 6 月) 

 

 

 

 

表４－４ 移植したタチヤナギの生育状況 

対 象 種 年度 生   育   状   況 

平成 13 年度 
平成 12 年 12 月に水際及び下流放棄水田脇に移植を行った。平成 13 年 8

月には順調に成育し、11 月には樹高約 1ｍ程度まで成長した。 
 タチヤナギ 

平成 14 年度 
4 月には開花も見られ、7 月には樹高約 1.3ｍに成長、11 月時点も順調に

生育していた。 

 平成 15 年度 

4、5 月と順調に生育が確認され、7月には樹高 1.2～2.0ｍで開花、結実も

確認された。11 月には樹高 1.3～2.1m で、一部公園整備に伴い伐採されたも

のの、順調に生育している。 

 平成 16 年度 

 4、5 月と順調に生育が確認され、7月、11 月には樹高 1.3～2.1ｍで開花、

結実も確認された。定期的な草刈りも行われているが、ススキ、セイタカア

ワダチソウ、クズに覆われている状況も見受けられる。 

 

 

 

 

 

                写真４－４  

タチヤナギの生育状況（No.1 ため池） 

                       (平成 16 年 7 月) 
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（２）サイハイラン 

 造成区域内で確認された３株のサイハイランは、平成 12 年度に造成工事前に事業地南側の東海自然歩

道沿いのヒノキ植林の林床（移植前の生育環境と同様の場所）に移植した。平成 13～16 年度において順

調に生育しており、全て開花が確認されている。 

 移植地点の植生状況は表４－５に、移植後の生育状況は表４－６に示すとおりである。 

 なお、移植地点については貴重種の観点から明示していない。 

 
表４－５ 移植地点の植生状況 

群 落 層 高 さ 植被率 構 成 種 

高木層 13 ｍ  100％ ヒノキ 

低木層  2 ｍ   8％ ムラサキシキブ、チャノキ、アオハダ 
ヒノキ植林 

草本層  0.8ｍ   65％ 
ネザサ、フモトシダ、ベニシダ、ツタ、ヤマウルシ、 
コチヂミザサ、ネズミモチ、スイカズラ、シシガシラ 

 
表４－６ 移植後の生育状況 

対 象 種 年度 生   育   状   況 

平成 13 年度 

平成12年 11月に造成区域内に生育していた3株を現況の生育環境と同様

（植林地の林床）の場所（保全地）に移植した。平成 13 年 5 月にか貴下が

確認された。8月には開花後、一旦地上部はすべて枯れてしまったが、新た

な葉が出てきているのが確認された。 

 サイハイラン 

平成 14 年度 

5 月に移植した 3 株はすべて開花が確認された。7 月には葉は認められな

かったが花茎跡が認めら、11 月には移植した 3株すべて地上部に葉が確認さ

れた。 

 平成 15 年度 

4 月に 2 株は花茎が確認されたが、1 株は葉が動物等にかじられた跡があ

り花茎は確認できなかった。5 月には 2 株の開花が確認された。7 月には地

上部は認められなかったが、11 月には 3 株を確認。移植時の 1株は確認でき

なかったが、別の 1株のバルブの増加により、結果的に 3株となった。 

 平成 16 年度 

4 月に 3 株を確認し、2 株は花茎が確認されたが、バルブの増加による 1

株は葉のみであった。5 月に 2 株の開花を確認、7 月には葉は認められなか

ったが、春季に開花した花茎が残存していた。11 月には 2株においてバルブ

の増加が認められ、5葉が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真４－５ サイハイランの生育状況 (平成 16 年 6 月) 
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 ４－２ 貴重な動物（陸生及び水生）の生息状況                      

（１）サラサヤンマ 

 ◆調査対象地：残存エリアのため池を中心に成虫の確認調査を実施 

 ◆調査結果 

サラサヤンマの平成 13 年度からの確認状況は表４－７に示すとおりである。 

平成 13 年、平成 14 年度調査においては確認できなかったが、平成 15 年度調査において確認されて

いる。 

今年度の現地確認調査は 6月に実施し、その結果 6月 4日に、No.7 ため池周辺保全地区の中段湿地

において、サラサヤンマ成虫 2個体が草地上空を周回飛行しているところを確認した他、県境付近の

残置林林縁部のやや開けた草地で 1個体がゆっくりと飛行しているところを確認した。No.7 ため池周

辺での確認は、なわばり行動をとっていたものと考えられる。 

本種は、幼虫がやや暗い林縁部の浅い池や細流や湿地に生息し、成虫の移動は大きいが、産卵期に

は水辺をあまり離れることはないとされている。No.7 ため池周辺の確認場所は、やや乾燥気味である

ものの、近傍には水辺、湿地があり、昨年度同様に今年度も同じ場所やその林縁部で確認されたこと

から、No.7 ため池周辺保全地区で生息・繁殖しているものと考えられる。 

 アセス調査時に成虫が確認されたのは４地点で、いずれもため池や水田など水辺に近い林縁部など

であった（事業地内ではそのうちの 1地点のみ）。 

昨年度は 2個体の確認であったが、本年度は 3個体が確認され、生息環境の維持・回復が図られて

いると考えられる。 

 

表４－７ サラサヤンマの確認状況 
年度（月日） 確認場所および状況 

平成 13 年度 確認できず 

平成 14 年度 確認できず 

５月 29 日 No.7 ため池周辺の中段湿地の草地で１個体が周回飛行等をしているのを確認 平成 

15 年度 ６月 13 日 同上の場所で１個体を確認 

平成 

16 年度 

６月 4 日 

 

No.7 ため池周辺の中段湿地で２個体が周回しているのを目撃、また残置林近辺

で１個体が飛行しているのを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４－５ サラサヤンマ（平成 16 年 6 月） 
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（２）カスミサンショウウオ 

 ◆調査対象地：残存エリアのため池を中心に成体と卵塊（2卵嚢が 1対）の確認を実施 

 ◆調査結果 

 カスミサンショウウオの平成 13 年度からの確認状況は表４－８に示すとおりである。 

平成 13 年度調査時には、南部県境付近の農業用水舛内で成体 2 個体を、No.7 ため池周辺で成体 4

個体と卵嚢 16、幼生 20 個体が確認され、平成 14 年度の調査では、No.1 ため池下段の団地造成地東部

の側溝舛内で成体 1個体を、No.7 ため池周辺の湿地内３ヶ所で卵嚢計 27 を確認した。 

 平成 15 年度は 5 月に No.7 ため池の中段および下段湿地において幼生が確認された。山林内等から

水辺に入る産卵期となる 3月下旬には、No.1 ため池に近い造成地の東部側溝舛内で成体 4個体、No.7

ため池に近い東部排水舛内で成体 1 個体、また、県境付近の

用水路内で成体 1 個体が確認された。さらに 4 月上旬には、

ほぼ同様の場所において卵塊それぞれ 1対（2卵嚢）が、4月

下旬にはNo.1ため池に近い造成地の東部側溝舛内で2卵嚢（1

対ではなく離れた状態であった）を確認した。 

 平成 16 年度は 6 月に No.7 ため池下段で幼生 2 個体が確認

された。この後、平成 17 年 3月下旬までの調査では幼生や成

体の確認はなかったが、4月上旬に No.1 ため池に近い造成地

の東部側溝舛内で卵塊 3対（6卵嚢）を確認した。さらに、4

月下旬には No.1 ため池に近い造成地の東部側溝舛内で同個

数の卵嚢と孵化直後の幼生数個体を確認したほか、No.7 ため

池周辺の湿地で幼生約 20 個体を確認した。 

 

           表４－８ カスミサンショウウオの確認状況 
年月日 No.7 ため池周辺 その他 

６月 5 日 － 県境用水舛内で成体１個体確認 

６月 11 日 － 県境用水舛内で成体１個体確認 

３月 28 日 成体４個体，卵嚢 16 確認 － 

H13 年度 

４月 23 日 幼生 20 個体を確認 － 

５月 31 日 幼生数個体を確認 － 

３月 27 日 卵嚢 27 確認 造成地側溝で成体１個体確認 

H14 年度 

４月 28 日 幼生約 10 個体を確認 － 

５月 29 日 幼生 20 個体以上を確認 県境用水舛内で成体３個体確認 

６月 13 日 － 
県境用水舛内で成体１個体確認 

造成地側溝で幼生 36 個体確認 

３月 26 日 － 
県境用水路で卵嚢２確認 

造成地側溝等で成体４個体確認 

４月 9 日 － 造成地側溝等で卵嚢４確認 

H15 年度 

４月 22 日 － 造成地側溝舛で卵嚢２確認 

６月 4 日 幼生２個体を確認 － 

３月 21 日 － － 

４月 6 日 － 造成地側溝等で卵嚢６確認 

H16 年度 

４月 26 日 幼生約 20 個体を確認 
造成地側溝等で卵嚢６、幼生数

個体を確認 

写真４－６ ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｳｵ幼生

（平成 16 年 6 月） 
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（３）ダルマガエル 

 ◆調査対象地：残存エリアのため池およびその下流域を中心に確認調査を実施 

 ◆調査結果 

 ダルマガエルの平成 13 年度からの確認状況は表４－９に示すとおりである。平成 13 年度、14 年度

には No.1 ため池周辺と No.7 ため池周辺で確認されていた。平成 15 年度においては No.7 ため池周辺

において確認した。 

本年度は No.7 ため池周辺において確認した他、県境付近用水舛内でも 1個体を確認した。 

過年度の調査においても、No.7 ため池周辺において本種の生息が確認されており、個体数は少ない

ながらも維持されていると考えられる。 

なお、平成 15 年度以降いずれの地区でもニホンアカガエルが目立っており、この種は早春に孵化す

るためダルマガエルやトノサマガエルよりも比較的早い時期に見られるのが普通であるが、その発生

が遅くなる傾向が続いており、ニホンアカガエルの幼生がダルマガエルなどの幼生を捕食するといっ

た阻害要因となっている可能性も考えられる。 

表４－９ ダルマガエルの確認状況 

調 査 年 月 日 No.1 ため池周辺 No.7 ため池周辺 その地 

H13 年 06 月 05 日 鳴声を確認 鳴声を確認 
用水舛内で 

１個体を確認 

    06 月 11 日 １個体を確認 
２個体を確認 

鳴声を確認 
－ 

平

成

13

年

度       10 月 06 日 鳴声を確認 １個体を確認 － 

H14 年 05 月 31 日 － 
２個体を確認 

鳴声を確認 
－ 

    06 月 13 日 － ２個体を確認 － 

    06 月 28 日 
１個体を確認 

鳴声を確認 
２個体を確認 － 

平

成

14

年

度 
    07 月 24 日 １個体を確認 － 

用水舛内で 

１個体を確認 

H15 年 05 月 29 日 － － － 

    06 月 13 日 － 
１個体を確認 

鳴声２を確認 
－ 

平

成

15

年

度 
    06 月 30 日 － 鳴声２を確認 － 

H16 年 06 月 04 日 － － － 

    06 月 24 日 － 鳴声２を確認 
用水舛内で 

１個体を確認 

平

成

16

年

度 
    07 月 13 日 － － － 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            写真４－７ ダルマガエル（平成 13 年） 
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４－３ 保全ため池内のカワバタモロコ、メダカの個体数調査                
 ◆調査実施日：平成 16 年 8 月 2～3 日 

 ◆調査対象地：ため池（No.1、No.7、No.8）において確認調査を実施 

 ◆調査結果 

 カワバタモロコ及びメダカの生息状況は、表４－10に示すとおりである。 
＜カワバタモロコ＞ 
 No.1 ため池では、平成 12 年度に約 900 個体のカワバタモロコを放流したが、平成 13 年度には推

定で 813 個体、平成 14 年度には推定 1,359 個体、平成 15 年度には推定 1,600 個体、今年度は推定

1,525 個体であった。 

本年度は平成 15 年度と同程度であり、魚類生息に関わる池の環境が維持されていると考えられる。 

 No.7 ため池では、平成 12 年度は推定 219 個体、平成 13 年度は推定 187 個体、平成 14 年度は推定

152 個体とやや減少し、平成 15 年度は推定 152 個体で維持、今年度は推定 130 個体とわずかながら

減少傾向が認められた。当該池にはカワバタモロコ以外にギンブナやアメリカザリガニなども多く、

これらの種間関係が現存量減少の要因となっていることが考えられる。昨年度は安定していたが、今

年度はアメリカザリガニが目立っており、さらなる減少の可能性もある。 

 No.8 ため池では、平成 12 年度は推定 475 個体、平成 13 年度は推定 460 個体、平成 14 年度は推定

543 個体であったが、平成 15 年度推定 1,030 個体、今年度推定 3,167 個体と急増している。 

昨年度から今年度にかけての増加は著しいが、これは昨年度初春から池堤の一部が開削され湿地部

が水深は浅いものの湛水状態としたため、稚魚等の生息場所が一気に拡大したことが原因と考えられ

る。さらに、カワバタモロコを捕食する生物としてドンコが生息する他、鳥類のカワセミ・サギ類も

あげられるが、適量のヨシ群落があることが稚魚の成育を助けていると考えられる。  

＜メダカ＞ 

 No.8 ため池を除く 2 ヶ所の池やその周辺の水田跡地で確認されており、多数が順調に生育してい

るものと考えられる。なお、No.1 ため池下部湿地では一時期渇水もあるが、部分的な溜まりが残存

しており、水位の回復も早いため、各水域で絶滅する心配はほとんどないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真４－８ 確認されたカワバタモロコ、アメリカザリガニ等 

（No.8 ため池：平成 16 年 8 月） 
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表４－10 カワバタモロコ及びメダカの生息状況 

カ ワ バ タ モ ロ コ 

 ﾏｰｷﾝｸﾞ 

個体数 

(m) 

再捕獲

個体数

(n) 

再捕獲中

ﾏｰｷﾝｸﾞ 

個体数 

 (x) 

推定個体数

(A) 

メ ダ カ 

H.12 年 4～8 月 （約 900 を放流） 200 個体以上を放流 

H.13 年 7～8 月 100 195 24 813 ため池･湿地に多数確認

H.14 年 7 月 162 562 67 1,359 ため池･湿地に多数確認

H.15 年 7 月 100 162 10 1,600 ため池･湿地に多数確認

No.1 

ため池 

H.16 年 8 月 50 61 2 1,525 ため池･湿地に多数確認

H.12 年 8 月 79 50 18 219 ため池･湿地に多数確認

H.13 年 7～8 月 11 17 1 187 ため池･湿地に多数確認

H.14 年 7 月 19 16 2 152 ため池･湿地に多数確認

H.15 年 7～8 月 19 16 2 152 ため池･湿地に多数確認

No.7 

ため池 

H.16 年 8 月 35 51 15 130 ため池･湿地に多数確認

H.12 年 8 月 57 25 3 475 確認なし 

H.13 年 7～8 月 23 40 2 460 確認なし 

H.14 年 7 月 31 35 2 543 確認なし 

H.15 年 7 月 29 71 2 1,030 確認なし 

No.8 

ため池 

H.16 年 8 月 50 190 3 3,167 確認なし 

 

  ＜カワバタモロコの全数推定方法＞ 
        ①初日調査：モンドリおよびタモ網で捕獲した成魚を、尾びれ下部または上部先端 
           をハサミで切り取りマーキングを行った後、池に戻した。 
     ②２回目調査：初日の翌日～２日後に初日と同じ方法で再度捕獲し、総捕獲個体数 
           およびマーキング個体数をカウントした。 
     ③生息個体数推定：推定個体数は次式で表される。 
 

マーキング個体数(ｍ)×再捕獲数(ｎ) 
推定個体数（A）＝ 

再捕獲中のマーキング個体数(ｘ) 
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 今回の調査結果と環境影響評価書による影響予測値等を整理し、環境保全のための追加措置の必要

性を検討した結果を表５－１に示す。 

 今回の調査結果によると、本事業による影響は現時点で現れていないか、或いは、事前予測の範囲

内であり、環境保全のための追加措置の必要性は現時点で無いと考えられる。 

  

表５－１ 環境保全のための（追加）措置の必要性検討結果 

項目 事後調査内容 事後調査結果 

事後調査内容 

・注目すべき群落の主要な構成種(フトヒルムシロ、ヒシ、ヨシ、タチヤナ

ギ)の移植及び生育確認調査 

・注目すべき種(サイハイラン)の移植及び生育確認調査 

事前予測値等 
・事業の実施により、フトヒルムシロ、ヒシ、ヨシ、タチヤナギ、サイハ 

イランは消失することから、環境保全対策をして移植を行う。 

事後調査結果 
・フトヒルムシロ、ヒシは当初移植した場所とは異なるが生育を確認した。

・ﾖｼ､ﾀﾁﾔﾅｷﾞ､ｻｲﾊｲﾗﾝは移植場所で順調に生育していることを確認した。 

陸 生 
植 物 

評   価 

・環境保全対策として移植を行った種は、昨年に引き続き、事業地内で生育

していることが確認された。来年度も、モニタリングを継続し、生育状況

を見守ることとする。 

事後調査内容 ・サラサヤンマの生息確認調査 

事前予測値等 
・事業予定地南西側のため池及びその周辺を保存し、サラサヤンマのヤゴを

移す。 

事後調査結果 ・事業地内でサラサヤンマを確認した。 

評   価 
・昨年度に引き続き、事業地内で確認されている。来年度もモニタリングを

継続し、生息状況を見守ることとする。 

事後調査内容 ・カスミサンショウウオの生息確認調査 

事前予測値等 ・事業予定地内南東側のため池及びその周辺を保存する。 

事後調査結果 ・事業地内でカスミサンショウウオを確認した。 

評   価 
・昨年度に引き続き、事業地内で確認されている。来年度もモニタリングを

継続し、生息状況を見守ることとする。 

事後調査内容 ・ダルマガエル、カワバタモロコ、メダカの生息確認調査 

事前予測値等 ・事業予定地北側ため池を保存するとともに、南西側ため池に移す。 

事後調査結果 ・事業地内で、ダルマガエルを確認した。 

陸 生 
動 物 
及び 
水 生 
生 物 

評   価 
・昨年度に引き続き、事業地内で確認されている。来年度もモニタリングを

継続し、生息状況を見守ることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 事後調査の結果により必要となった環境の保全のための措置の内容
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         （１）植物リスト 

         （２）植生調査票 

         （３）昆虫リスト 

         （４）事後調査の実施状況 
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環
境
保
全
公
園
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備
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手

環
境
保
全
公
園
整
備
完
了

本
格
的
な
造
成
工
事
開
始

造
成
工
事
完
了

下
水
道
・
道
路
工
事
着
手

公
園
整
備
・
植
栽
工
事
開
始

工
業
団
地
整
備
完
了

供
用
開
始

環境項目 調査主体

水質 立地企業

騒音 事業者 ● ● ● ● ●

大気質 事業者 ● ● ●

ﾌﾄﾋﾙﾑｼﾛ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾋｼ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾖｼ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾀﾁﾔﾅｷﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ｻｲﾊｲﾗﾝ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ● ● ● ●

ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ ● ● ●

ﾒﾀﾞｶ ● ● ●

ﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ●

ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ ● ● ● ●

ﾒﾀﾞｶ ● ● ● ●

ﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ● ● ● ● ● ● ● ●

ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ ● ● ● ● ●

ﾒﾀﾞｶ ● ● ● ● ●

・植物 ● ● ● ● ● ● ● ●

・動物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

◎ 第1回 ◎ 第2回 ◎ 第3回 ◎ 第4回 ◎ 第5回

事業者

事後調査の実施状況

・カスミサンショウウオの生息確認調査
＜時期・頻度＞
　工事前～供用後3年程度
　頻度は年1回程度

・サラサヤンマのヤゴの移入及び生息確認調査
＜時期・頻度＞
　工事前～供用後3年程度
　ヤゴの移入は工事前に1回
　生息確認は年1回程度

・周辺民家における工事中の粉じんﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
＜時期・頻度＞
　工事中
　年2回（1週間連続/回）

自主調査
残存するエリアの

生物調査

事後調査報告書

平成16年 平成17年平成12年 平成13年 平成14年 平成15年

対象事業の実施状況

・周辺民家における工事中の騒音ﾚﾍﾞﾙのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
＜時期、頻度＞
　工事中、随時

・工場排水についての定期的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
＜時期・頻度＞
　供用後（下水道放流まで）、
　年4回程度

事業者
甲南町

事後調査内容

陸生植物

・注目すべき群落の主要な構成種(ﾌﾄﾋﾙﾑｼﾛ､ﾋｼ､
　ﾖｼ､ﾀﾁﾔﾅｷﾞ)の移植及び生育確認調査
・注目すべき種(ｻｲﾊｲﾗﾝ)の移植及び
　生育確認調査
＜時期・頻度＞
　工事前～造成工事完了後2年間
　移植は工事前に1回程度
　生育状況の確認は年1回程度

事業者
甲南町

・移入先の生息環境調査
＜時期・頻度＞
　工事前に4回程度

・移入作業
＜時期・頻度＞
　工事前に移入先の水質を
　確認しながら3回程度

陸生動物
及び

水生生物

・ダルマガエル
・カワバタモロコ
・メダカ

・生息確認調査
＜時期・頻度＞
　工事中及び供用後3年程度
　頻度は年3回程度
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